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一
　
「
外
国
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
（
8
民
憲
。
巳
－
法
が
反

映
し
、
永
続
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
一
の
基
礎
に
関
す
る
、
歴
史
研
究

お
よ
び
比
較
研
究
に
富
ん
だ
、
刺
激
的
か
つ
立
場
の
明
確
な
批
判
的

省
察
の
書
」
。
フ
ラ
ン
ス
の
法
理
論
雑
誌
U
「
o
断
房
（
三
号
、
一
六
〇
頁
）

が
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
『
外
国
人
一
い
か
な
る

費
。
謬
の
？
」
は
、
外
国
人
の
地
位
の
基
底
に
あ
る
法
原
理
を
考
究
す

る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
シ
ャ
ク
に

つ
い
て
一
言
す
る
と
、
筆
者
は
一
九
四
六
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
ア
ミ

ア
ン
大
学
等
を
経
て
、
現
在
パ
リ
第
十
大
学
教
授
で
あ
る
。
専
攻
は

行
政
法
、
公
的
自
由
（
一
字
冨
誹
α
ω
O
ロ
げ
一
5
器
ω
）
、
行
政
学
、
お
よ
び
法

理
論
で
あ
り
、
最
近
の
著
書
と
し
て
、
い
曽
冒
ω
鉱
∩
①
巴
自
三
ω
需
馨
一
〈
ρ

竃
。
昌
9
ぼ
窃
甑
㊦
員
お
O
ド
が
あ
る
（
9
＞
昌
コ
露
巴
「
①
α
窃
冒
「
幽
珍
窃
①
ρ

℃
o
一
惹
ω
8
ω
　
ロ
三
く
Φ
塾
長
巴
「
⑦
。
。
噸
N
。
鑑
‘
一
〇
〇
ω
）
。
な
お
筆
者
は
、
．
．
り
、

鋒
8
ロ
σ
q
①
「
9
竃
ω
脅
。
一
二
鳥
①
一
．
7
0
ヨ
§
o
．
．
噛
留
ヨ
8
0
ロ
げ
ぽ
卑

＝
冨
は
伽
ρ
毎
。
。
一
、
な
ら
び
に
．
．
卑
轟
昌
o
q
①
「
ω
簿
6
潔
。
矯
①
5
ω
螢
⊆
「
⑦
α
q
胃
ユ

巳
曾
。
詳
、
げ
O
窯
剛
寓
巳
号
≦
Φ
＆
窪
（
鑑
．
）
“
ド
笛
。
繭
8
器
口
器
酔
ρ

一
〇
。
。
。
。
．
等
で
も
、
本
書
と
同
様
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
「
外

国
人
の
人
権
」
論
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
法
学
者
の
ひ
と

り
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
書
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
序
」
、
「
第
一
部
　
法
の
鏡
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に
映
さ
れ
た
外
国
人
」
（
「
第
一
章
邪
悪
コ
σ
q
臼
の
姿
」
、
「
第
二
章

法
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
蝉
轟
5
ぴ
q
①
「
」
）
、
「
第
二
部
　
外
国
人
、
法
律
の

外
に
あ
る
？
」
（
「
第
一
章
排
除
の
論
理
」
、
「
第
二
章
劣
位
の
表

徴
」
）
、
「
第
三
部
移
民
の
試
練
を
受
け
る
法
」
（
「
第
一
章
法
、
政

治
の
下
で
」
、
「
第
二
章
　
凶
事
蚕
－
酔
。
湾
の
構
造
」
）
、
「
結
論
　
徴
候
と

し
て
の
外
国
人
」
。
以
下
で
は
、
特
に
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
部
分
を

重
点
的
に
紹
介
し
、
最
後
に
感
想
を
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
二
　
第
一
部
で
は
、
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
、
言
語
学
の
方
法
論

を
駆
使
し
て
《
0
け
「
鋤
コ
α
q
①
吋
》
の
概
念
の
基
本
構
造
を
析
出
す
る
と
と
も

に
、
同
概
念
の
意
味
内
容
の
歴
史
的
変
遷
を
跡
づ
け
て
い
る
。

　
筆
者
に
よ
れ
ば
、
《
伽
q
き
ひ
q
①
「
》
は
広
義
に
は
「
集
団
に
所
属
し
な

い
者
」
、
す
な
わ
ち
「
よ
そ
者
」
を
指
し
、
そ
の
「
他
者
性
（
巴
鳳
葺
⑨
」

が
不
信
、
拒
絶
さ
ら
に
は
憎
悪
の
念
を
集
団
の
構
成
員
に
呼
び
起
こ

す
（
ち
な
み
に
《
騨
轟
昌
σ
q
①
「
》
は
、
「
不
可
解
な
」
「
異
様
な
」
を
意
味

す
る
《
⑩
賃
碧
ぴ
q
①
》
に
由
来
す
る
と
い
う
（
二
二
頁
）
）
。
そ
し
て
、
「
他

者
の
姿
が
対
照
的
に
集
団
そ
れ
自
身
の
姿
を
投
影
す
る
こ
と
で
、
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

団
の
結
合
が
強
化
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
集
団
は
す
べ
て
排
他

的
で
あ
る
」
（
一
四
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
。
　
　
　
　
　
　
　
’

　
こ
の
よ
う
に
念
q
雪
ひ
q
①
「
》
に
対
す
る
拒
否
反
応
は
、
程
度
の
違
い

こ
そ
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
社
会
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
が
、
し
か

し
《
0
樽
「
9
Ω
コ
ひ
q
①
「
》
の
具
体
像
は
時
代
お
よ
び
地
域
に
よ
り
一
様
で
は
な

い
（
例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
「
旅
人
」
、
「
異
教
徒
」
、
《
窪
σ
口
。
画
コ
》

等
）
。
で
は
、
多
様
な
《
幽
…
樽
「
国
【
一
ぴ
q
Φ
「
》
の
姿
が
今
日
の
「
外
国
人
」
へ

と
収
沖
し
て
い
っ
た
経
緯
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
れ
を
、
封

建
社
会
の
崩
壊
お
よ
び
こ
れ
に
代
わ
る
「
国
民
国
家
（
卑
m
7

Z
①
酋
ざ
コ
こ
の
形
成
・
確
立
の
過
程
と
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
。
そ
し

て
具
体
的
に
は
、
「
国
境
に
よ
る
内
と
外
の
厳
格
な
分
離
」
、
「
集
権

的
・
同
質
的
な
国
内
空
間
の
創
出
」
、
お
よ
び
「
国
民
意
識
の
形
成
」

等
の
諸
事
象
に
注
目
す
る
。
か
く
し
て
、
「
個
人
の
最
高
度
の
忠
誠
が

国
民
国
家
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
国
民
思
想
は
、

《
0
け
「
9
自
制
m
q
①
「
》
の
問
題
と
取
り
組
む
場
合
の
用
語
法
（
8
「
巳
①
ω
）
を
根

本
的
に
変
え
る
以
外
に
あ
り
え
な
い
。
国
民
は
、
内
部
の
差
異
を
最

小
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
国
民
に
対
す
る
自
己
の
特
性
を
強
調

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
団
と
し
て
の
同
一
性
を
創
造
す
る
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
排
除
装
置
と
し
て
機
能
す
る
」
（
三
三
頁
）
。

　
し
か
し
他
方
、
「
歴
史
上
の
短
い
脱
線
ε
費
①
コ
号
α
ω
①
ω
ご
と
の
断
り

書
き
を
つ
け
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

い
わ
く
、
「
初
期
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
国
境
な
き
革
命
で
あ

ろ
う
と
欲
し
、
他
の
人
民
を
解
放
し
、
外
国
人
に
対
し
て
無
差
別
に

広
く
開
か
れ
よ
う
と
し
た
」
（
三
四
頁
）
と
。
こ
こ
で
は
、
「
国
民
的
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な
る
も
の
の
主
張
下
塗
コ
5
毘
。
昌
量
甑
8
巴
。
）
・
が
相
対
的
な
門
戸
開

放
と
両
立
し
う
る
」
こ
と
の
「
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
第
二
章
で
は
、
国
民
と
外
国
人
を
法
的
に
区
別
す
る
基
準
で

あ
る
国
籍
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
筆
者
は
、
国
籍

は
国
民
で
は
な
く
国
家
へ
の
個
人
の
帰
属
を
示
す
概
念
だ
と
し
て
、

含
9
。
菖
8
0
一
凶
ほ
》
に
代
え
て
念
訂
梓
凶
9
菰
》
と
い
う
用
語
を
提
案
し
て

い
る
（
四
九
頁
）
。
ま
た
、
外
国
人
が
帰
化
（
昌
簿
ロ
量
一
一
ω
餌
二
〇
ε
の
後

も
肌
、
文
化
、
宗
教
等
の
違
い
を
理
由
に
社
会
の
一
員
と
し
て
必
ず

し
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
現
状
を
指
摘
し
て
い
る
（
六
九
頁
以
下
）

の
が
目
を
引
く
。

　
三
　
第
二
部
第
一
章
で
は
、
外
国
人
の
地
位
を
特
徴
づ
け
る
も
の

と
し
て
、
「
不
安
定
性
」
と
「
差
別
性
」
と
い
う
関
連
し
あ
う
二
つ
の

原
理
を
挙
げ
、
各
々
の
内
容
に
つ
い
て
丹
念
に
論
じ
て
い
る
。

　
ま
ず
「
不
安
定
性
」
の
原
理
で
あ
る
が
、
現
在
、
外
国
人
は
人
間

と
し
て
最
低
限
度
の
待
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て

お
り
、
か
つ
て
の
よ
う
に
生
命
・
財
産
を
直
接
脅
か
さ
れ
る
危
険
は

ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
の
、
し
か
し
そ
の
地
位
は
依
然
と
し
て
不
安
定

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
「
国
家
主
権
」
あ
る
い

は
「
領
土
主
権
（
ω
o
口
く
①
「
巴
コ
。
菰
旨
旨
8
「
一
層
①
）
」
原
理
か
ら
の
論
理

的
帰
結
と
し
て
、
外
国
人
の
入
国
お
よ
び
在
留
の
要
件
を
任
意
に
決

定
し
、
「
好
ま
し
か
ら
ざ
る
へ
首
鼠
ω
一
亜
目
Φ
ご
と
み
な
さ
れ
る
外
国
人

を
強
制
的
に
退
去
さ
せ
る
権
限
が
国
家
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

由
来
す
る
（
但
し
一
八
八
八
年
十
月
こ
日
の
デ
ク
レ
の
も
と
で
、
フ

ラ
ン
ス
に
滞
在
す
る
外
国
人
に
在
留
届
け
の
義
務
が
新
設
さ
れ
る
ま

で
は
、
「
移
住
の
自
由
（
コ
ロ
×
∋
凶
鴨
髪
。
ぐ
①
ω
）
の
長
い
期
間
」
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
七
七
頁
）
）
。

　
な
か
で
も
退
去
強
制
権
に
つ
い
て
筆
者
は
、
そ
れ
が
、
国
外
退
去

の
強
制
と
い
う
直
接
的
効
果
に
加
え
て
、
在
留
外
国
人
の
権
利
行
使

に
一
種
の
萎
縮
的
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い

る
。
例
え
ば
い
わ
く
、
退
去
強
制
権
は
、
「
外
国
人
に
不
断
の
脅
威
を

与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
人
が
本
来
な
ら
ば
享
受
し
う
る
す
べ

て
の
権
利
の
行
使
を
不
確
実
な
も
の
に
す
る
」
と
（
七
九
頁
。
な
お
、

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
効
果
は
、
在
留
期
間
の
更
新
拒
否
等
に
も
い
え

よ
う
）
。
こ
う
し
て
外
国
人
は
「
執
行
猶
予
中
の
A
①
昌
ω
碍
ω
凶
ω
）
」
身
に

例
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
退
去
強
制
権
に
対
す
る
規
制

は
、
国
内
法
な
ら
び
に
国
際
法
に
お
け
る
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
十
分
な
成
果
を
挙
げ
て
は
い
な
い
。

　
「
差
別
性
」
の
原
理
に
つ
い
て
は
、
同
原
理
に
対
立
す
る
も
の
と
し

て
、
内
外
人
「
平
等
処
遇
雷
器
圃
∋
一
一
毘
8
ご
の
原
則
が
フ
ラ
ン
ス
革

命
以
後
、
徐
々
に
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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し
か
し
筆
者
に
よ
る
と
、
現
在
で
も
な
お
「
差
別
性
」
の
原
理
は
根

強
い
も
の
が
あ
る
。
国
民
固
有
の
権
利
と
さ
れ
る
「
政
治
的
権
利

（
費
。
一
覧
ロ
。
一
三
〇
ロ
Φ
㎝
）
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
さ
ら
に
「
私
権
（
費
。
凶
房

。
…
一
ω
）
の
局
面
で
も
、
今
日
、
公
的
自
由
と
呼
ば
れ
る
領
域
で
も
、

平
等
処
遇
の
主
張
が
最
終
的
に
優
位
に
立
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
」
（
九
四
頁
）
。

　
ま
ず
私
権
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
お
よ
び
学
説

に
よ
れ
ば
、
外
国
人
は
、
民
法
典
そ
の
他
の
法
律
が
明
文
上
、
否
認

し
て
い
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
す
べ
て
の
私
権
を
享
有
す
る
。
し
か

し
同
時
に
、
民
法
典
十
一
条
は
「
平
等
処
遇
」
と
は
異
質
の
「
相
互

主
義
」
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
私
権
の
享
有
を
制
限
も
し

く
は
禁
止
す
る
法
律
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き

で
あ
る
。

　
公
的
自
由
に
つ
い
て
は
、
人
権
と
し
て
の
そ
の
普
遍
性
に
も
か
か

わ
ら
ず
差
別
的
規
定
が
数
多
く
あ
り
、
「
平
等
処
遇
」
の
原
則
が
完
全

に
支
配
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
外
国
人
へ
の
公
的

自
由
の
保
障
の
問
題
が
本
格
的
に
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

比
較
的
最
近
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
（
そ
の
契
機
を
な
す
も
の
と
し
て

筆
者
は
、
｛
九
四
六
年
憲
法
前
文
の
規
定
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
「
通

常
の
（
昌
。
「
昌
肌
色
家
族
生
活
を
営
む
権
利
」
を
外
国
人
に
認
め
た
一

九
七
八
年
十
二
月
八
日
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
判
決
に
着
目
す
る
）
。

　
一
方
、
「
般
国
際
法
の
領
域
に
お
い
て
、
「
平
等
処
遇
」
の
原
則
は

承
認
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
「
条
約
に
特
別
の
定
め
一
し
ば
し
ば
そ
れ

は
、
制
限
的
に
列
挙
さ
れ
た
領
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
一
の
あ

る
場
合
を
除
き
、
国
籍
を
理
由
と
す
る
差
別
は
違
法
で
は
な
い
」
二

〇
八
頁
）
。

　
第
二
章
で
は
、
「
外
国
人
の
間
の
差
別
」
（
一
二
〇
頁
）
の
問
題
を

取
り
上
げ
、
外
国
人
は
国
民
と
比
較
対
照
さ
れ
る
場
合
に
の
み
同
質

的
で
あ
る
と
言
い
う
る
に
す
ぎ
ず
、
出
身
国
、
在
留
資
格
、
お
よ
び

在
留
期
間
と
い
っ
た
地
位
の
相
違
に
応
じ
て
劣
位
曾
獄
「
δ
鐸
⑭
の

程
度
が
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
四
　
第
三
早
耳
一
章
で
は
、
今
日
、
外
国
人
の
身
分
が
滞
在
国
の

移
民
政
策
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
現
状
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も

に
、
経
済
的
お
よ
び
政
治
的
諸
事
情
の
変
化
が
移
民
政
策
に
及
ぼ
す

具
体
的
影
響
を
歴
史
的
に
検
証
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
い
わ
ば
本
論
の
ま
と
め
に
相
当
す
る
第
二
章
で
は
、

「
法
治
国
家
（
響
口
ρ
け
α
o
時
。
凶
仲
）
」
原
理
と
対
極
に
あ
る
「
警
察
国
家

（
卑
馨
ユ
①
O
o
一
8
①
ご
原
理
の
支
配
と
い
う
現
状
認
識
に
立
っ
て
、
外

国
人
の
法
的
地
位
の
問
題
点
を
挟
り
だ
し
て
い
る
（
な
お
「
警
察
国

家
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
に
よ
る
定
義
に
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de　quel　droit　？，

し
た
が
い
、
「
状
況
に
対
処
し
各
時
点
で
目
的
を
実
現
す
る
た
め
率
先

す
る
こ
と
が
有
益
だ
と
判
断
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
、
行
政
機
関

が
裁
量
的
に
、
そ
し
て
多
か
れ
少
な
か
れ
完
全
な
決
定
の
自
由
を
伴

い
つ
つ
、
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
国
家
」
の
意
味
に
捉
え
る
（
二
〇

六
頁
）
）
。

　
筆
者
に
よ
る
と
、
盆
「
o
一
¢
の
概
念
に
は
「
客
観
法
」
な
ら
び
に
「
主

観
的
権
利
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
同
時
に
含
ま
れ
る
が
、
外
国
人

に
適
用
さ
れ
る
合
「
o
一
¢
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
「
主
観
的
権
利
の

原
則
的
否
認
」
お
よ
び
そ
れ
と
表
裏
一
体
を
な
す
「
客
観
法
の
手
段

化
（
ぎ
鴇
2
∋
①
三
”
｝
剛
ω
鋤
二
〇
こ
」
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
外
国
人

は
、
入
国
・
在
留
の
権
利
を
認
め
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

憲
法
上
保
障
さ
れ
る
権
利
に
つ
い
て
も
、
既
述
の
よ
う
に
、
退
去
強

制
権
の
発
動
へ
の
不
安
か
ら
そ
の
行
使
を
抑
制
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

か
か
る
状
況
は
、
「
外
国
人
を
ひ
と
り
の
全
人
格
的
人
間
と
見
る
こ
と

に
対
し
て
国
民
が
覚
え
る
困
難
さ
」
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
外
国
人
に
主
観
的
権
利
を
承
認
す
る
こ
と
で
、

国
益
に
適
う
移
民
政
策
の
実
施
が
妨
害
さ
れ
る
危
険
が
生
ず
る
と
い

う
の
が
、
そ
の
真
の
理
由
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
主
観
的
権
利
が
ひ

と
た
び
削
除
さ
れ
る
と
、
費
。
津
は
強
制
の
側
、
一
方
的
な
ム
脳
髄
の
側

に
完
全
に
傾
い
て
」
し
ま
い
（
二
一
〇
頁
）
、
「
権
力
の
手
中
に
あ
る

道
具
」
（
こ
〇
九
頁
）
、
「
移
民
を
監
視
し
、
さ
ら
に
は
隷
属
さ
せ
る
手

段
」
へ
こ
〇
七
頁
）
で
し
か
な
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
価
値
の
低

下
し
た
《
亀
「
o
圃
◎
、
す
な
わ
ち
《
凶
謡
曲
－
時
。
一
¢
で
あ
る
と
筆
者
は
み

な
す
。

　
と
こ
ろ
で
外
国
人
の
規
制
お
よ
び
監
視
は
、
そ
の
大
半
が
デ
ク
レ
、

ア
レ
テ
、
通
達
、
さ
ら
に
は
「
窓
口
の
法
（
曾
。
圃
＆
¢
讐
凶
9
①
こ
」
を

通
じ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
法
律
の
占
め
る
比
重
は
必
ず
し
も
大

き
く
は
な
い
。
し
か
も
そ
こ
で
は
、
「
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
の
公
開
、

規
範
お
よ
び
地
位
の
安
定
、
…
…
行
政
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る

具
体
的
可
能
性
」
と
い
っ
た
「
法
治
国
家
」
の
構
成
要
素
が
欠
落
し

て
お
り
、
代
わ
り
に
「
秘
密
文
書
、
既
得
権
を
尊
重
せ
ず
状
況
に
あ

わ
せ
て
自
由
に
変
更
さ
れ
る
ル
ー
ル
、
行
政
に
付
与
さ
れ
た
ほ
と
ん

ど
無
制
限
の
判
断
権
」
（
二
一
六
頁
）
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
し
か
し
、

か
か
る
行
政
に
対
す
る
司
法
統
制
の
実
効
性
は
必
ず
し
も
十
分
で
は

な
く
、
種
々
の
限
界
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。

　
五
　
最
後
に
「
結
論
」
で
は
、
「
外
国
人
の
存
在
に
よ
り
、
他
者
に

対
す
る
人
間
社
会
の
寛
容
度
、
開
放
度
を
試
す
こ
と
が
で
き
る
」
と

述
べ
、
「
社
会
の
真
の
性
格
を
表
す
徴
候
」
と
し
て
の
外
国
人
の
意
義

を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
う
え
で
、
「
国
民
国
家
」
原
理
が
現

在
で
も
な
お
「
「
我
々
」
と
『
他
者
」
を
峻
別
す
る
究
極
の
準
拠
」
と
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し
て
「
外
国
人
排
除
の
要
因
」
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び

そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
人
権
保
障
を
基
本
理
念
と
す
る
「
法
治
国
家
」

原
理
が
原
則
的
に
否
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
。

　
六
　
本
書
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
外
国
人

の
人
権
享
有
主
体
性
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
判
例
お
よ
び
学
説
が
こ

れ
を
肯
定
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
事
柄
で
あ
る
が
、
最
近
、
「
外
国

人
の
人
権
」
と
い
う
問
題
の
立
て
方
そ
の
も
の
に
疑
問
を
呈
し
、
「
外

国
人
の
人
権
を
根
本
的
に
制
約
す
る
も
の
」
と
し
て
の
在
留
資
格
制

度
の
問
題
点
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
て
い

る
（
安
念
潤
司
「
『
外
国
人
の
人
権
』
再
考
」
『
現
代
立
憲
主
義
の
展

開
　
上
』
「
九
九
三
年
所
収
）
。
右
の
見
解
の
当
否
は
さ
て
お
く
と
し

て
、
入
管
法
制
の
あ
り
方
も
含
め
、
外
国
人
が
人
権
の
享
有
主
体
た

る
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
、
総
合
的
か
つ
実

証
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
何
人
も
異

論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
掛
り
を
提

供
す
る
も
の
と
し
て
、
本
書
は
有
意
義
な
価
値
を
有
す
る
と
思
わ
れ

る
。　

本
書
の
基
調
を
な
す
の
は
、
外
国
人
の
置
か
れ
た
状
況
を
あ
り
の

ま
ま
に
直
視
し
よ
う
と
す
る
観
察
者
と
し
て
の
姿
勢
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
現
実
を
冷
徹
に
認
識
す
る
こ
と
は
、
現
実
を
そ
の
ま
ま
容
認
す

る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
筆
者
の
批
判
的
態
度
を

本
書
の
行
間
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
。
但
し
そ
こ
で

は
、
現
状
打
開
の
た
め
の
方
途
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
さ
し
あ
た
り
、
「
国
民
国
家
」
原
理
の
内
容
お
よ
び
そ
の
歴
史
性

を
ど
う
把
握
す
る
の
か
が
ひ
と
つ
の
重
要
な
論
点
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
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